
グ
リ
ー
ン
の
ボ
デ
ィ
が
映
え
る

ウ
ル
ス
号
の
晴
れ
姿

　

制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
終
工
程
。
車
体

塗
装
と
ス
テ
ッ
カ
ー
の
貼
り
付
け
作
業
を

無
事
に
終
え
、
ウ
ル
ス
号
が
仕
上
が
っ
た
の

は
7
月
某
日
。
作
業
完
了
の
そ
の
足
で
エ
ン

ジ
ニ
ア
社
の
皆
様
の
も
と
へ
と
ク
ル
マ
を

届
け
て
か
ら
約
2
週
間
。
ウ
ル
ス
号
に
再
会

し
た
の
は
7
月
16
日
、
岡
山
国
際
サ
ー
キ
ッ

ト
で
開
催
さ
れ
た
「
テ
ィ
ー
ポ
・
オ
ー
バ
ー

ヒ
ー
ト
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」。

　

緑
色
と
リ
ア
ハ
ッ
チ
に
大
き
く
描
か
れ

た
ウ
ル
ス
君
の
イ
ラ
ス
ト
が
目
を
惹
く
車

体
は
会
場
に
居
並
ぶ
名
車
、
珍
車
、
ス
ー

パ
ー
カ
ー
た
ち
に
も
負
け
な
い
存
在
感
。
そ

し
て
荷
台
上
部
の
モ
ニ
タ
ー
に
商
品
説
明

の
ム
ー
ビ
ー
を
映
し
出
し
、
商
品
陳
列
と
購

入
者
に
は
そ
の
場
で
レ
ー
ザ
ー
マ
ー
カ
ー

で
の
刻
印
サ
ー
ビ
ス
。
お
客
様
を
集
め
る
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
カ
ー
と
し
て
の
完
成
し
た

姿
に
思
わ
ず
、
感
無
量
な
の
で
し
た
。

ウルス号がアナタの街にやってくる!!
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本企画の軽トラはネジザウルスの
イメージキャラ名からウルス号と命名。

8 月〜 10 月にかけて、関東近郊にウルス号が登場。ホー
ムセンターなどエンジニア製品の販売店舗で商品プロ
モーション＆展示即売会を実施します。詳しい日程や場
所はエンジニアの SNS で公開しますので要チェック！

株式会社エンジニア　www.engineer.jp

ウルスくん＠nejisaurus

イベント会場内の一角に展示されたウルス号。自慢のガルウィングドアを開いた荷台にはレーザーマーカーを設置。
商品販売とともに、購入者にはその場での名前刻印サービスを実施していた。等身大ウルス君とともにインパクト抜
群の車体は会場内でも注目の的。来場者にネジザウルスとエンジニアの名前を強くアピールできたのだった。

高崎社長（右から 2 番目）はじめ、エンジニア社の皆様にウル
ス号を引き渡し。ウルス号の仕上がりには満足してもらえたよう
で、最後はみんなで記念撮影。

制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト  最終工程のボディ塗装も完了し、遂に完成した

ウルス号。7 月中旬、岡山国際サーキットで行
われた Tipo Over Heat Meeting(TOHM)
にてお披露目となったのでした。

デイトナ的会場の話題独占！

　ウルス号、TOHMに登場

車体はエンジニアのイメージカラー、グリーンに塗装。大きな荷台は左右と後方を大きなキャンバスにロゴとウルス君
のステッカーを貼ってウルス号は完成となりました。

塗装後にステッカーで最後の仕上げ作業完了！
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